Li Tongxuan seen through the various biographies by 伊藤, 真
伝
記
資
料
に
お
け
る
李
通
玄
の
イ
メ
ー
ジ
伊
藤
真
〔
抄
録
〕
中
国
・
唐
代
に
生
き
、
独
自
の
華
厳
思
想
を
築
い
た
華
厳
行
者
・
李
通
玄
居
士
は
、
僧
伝
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
伝
記
資
料
の
中
に
そ
の
事
績
が
描
か
れ
、
近
世
に
至
る
ま
で
語
り
継
が
れ
て
き
た
。
従
来
、
そ
う
し
た
伝
記
資
料
か
ら
李
通
玄
の
生
涯
に
関
す
る
史
実
を
抽
出
し
よ
う
と
す
る
研
究
が
な
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
各
種
伝
記
資
料
の
内
容
は
、
口
か
ら
光
を
放
ち
、
天
女
の
給
仕
を
受
け
る
な
ど
、
伝
説
的
・
神
異
的
な
逸
話
に
満
ち
て
い
る
。
そ
こ
に
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
の
か
、
本
論
で
は
そ
れ
を
探
る
。
種
々
の
逸
話
を
見
て
い
く
と
、
釈
尊
や
維
摩
詰
に
も
似
た
高
貴
な
仏
教
者
の
イ
メ
ー
ジ
が
や
が
て
神
仙
的
な
も
の
と
な
り
、
虎
を
手
な
づ
け
、
端
坐
し
た
ま
ま
亡
く
な
る
と
い
っ
た
逸
話
が
脈
々
と
継
承
さ
れ
る
な
ど
、
神
異
の
禅
者
と
で
も
言
う
べ
き
イ
メ
ー
ジ
も
定
着
し
て
い
っ
た
。
そ
の
背
後
に
は
中
国
の
社
会
的
・
時
代
的
変
化
が
あ
っ
た
が
、
同
時
に
、
習
禅
の
華
厳
行
者
、
中
国
固
有
思
想
に
通
じ
た
居
士
な
ど
、
多
彩
な
逸
話
を
生
む
よ
う
な
多
面
性
を
李
通
玄
自
身
が
持
っ
て
い
た
こ
と
も
想
像
で
き
る
の
で
あ
る
。
キ
ー
ワ
ー
ド
李
通
玄
伝
記
華
厳
は
じ
め
に
華
厳
思
想
を
宣
揚
し
た
李
通
玄
居
士
（
七
世
紀
半
ば
〜
八
世
紀
前
半１
）
）
は
、
法
蔵
の
影
響
を
受
け
、
澄
観
に
影
響
を
与
え
て
い
る
た
め
に
そ
の
生
存
年
代
が
推
定
で
き
る
が
、
詳
し
い
事
績
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
し
僧
伝
な
ど
、
李
通
玄
の
伝
記
的
事
項
を
記
し
た
後
世
の
資
料
（
伝
記
資
料
）
は
数
多
く
知
ら
れ
て
い
る
。
中
国
の
多
く
の
僧
伝
の
例
に
漏
れ
ず
、
そ
れ
ら
に
は
神
異
譚
、
霊
験
譚
の
類
も
多
い
が
、
そ
の
中
か
ら
史
実
の
解
明
を
試
み
た
先
行
研
究
も
あ
る
。
本
論
で
は
史
実
の
確
定
は
先
行
研
究
に
譲
り
、
む
し
ろ
伝
記
資
料
に
見
え
る
伝﹅
奇﹅
的﹅
な﹅
逸
話
に
着
目
す
る
。
後
世
の
人
々
が
李
通
玄
に
ど﹅
の﹅
よ﹅
う﹅
な﹅
イ﹅
メ﹅
ー﹅
ジ﹅
を
抱
い
て
い
た
の
か
、
そ
し
て
そ
の
背
後
に
ど
の
よ
う
な
時
代
的
、
社
会
・
文
化
的
な
事
情
が
あ
っ
た
か
を
検
討
し
、
さ
ら
に
そ
こ
か
ら
逆
に
李
通
玄
の
人
物
像
も
想
像
し
て
み
た
い２
）
。
四
三
佛
教
大
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紀
要
文
学
研
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篇
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資
料
１
：
伝
記
資
料資料
名
撰
者
成
立
年
テ
キ
ス
ト
備
考
1
華
厳
経
決
疑
論
序
比
丘
照
明
770
大
暦
5年
大
正
36
2
李
長
者
事
迹
雲
居
散
人
馬
支
800頃
か
新
纂
続
蔵
4
3
華
厳
経
合
論
序
（
志
寧
）
志
寧
847-860
大
中
年
間
新
纂
続
蔵
4
4
神
福
山
寺
霊
跡
記
王
居
仁
907
天
祐
4年
山
右
石
刻
叢
編
9
5
華
厳
経
合
論
序
（
慧
研
）
慧
研
967
乾
徳
5年
新
纂
続
蔵
4
6
宋
高
僧
伝
巻
22
賛
寧
988
端
拱
元
年
大
正
50
7
決
疑
論
後
記
張
商
英
1088頃
元
祐
戊
辰
大
正
36
撰
述
年
代
：
大
正
36の
戊
申
を
戊
辰
(1088)に
訂
正
8
李
長
者
行
蹟
記
宗
勝
1102
崇
寧
元
年
山
右
石
刻
叢
編
16
『
金
石
続
編
』
巻
17所
載
の
同
文
あ
り
9
李
長
者
行
蹟
記
Ｂ
〃
〃
〃
四
庫
全
書
547巻
山
西
通
志
巻
160平
定
州
所
収
10
李
長
者
記
張
商
英
1118
政
和
8年
山
右
石
刻
叢
編
17
11
隆
興
仏
教
編
年
通
論
巻
16
祖
琇
1164
隆
興
2年
新
纂
続
蔵
75
12
歴
代
編
年
釈
氏
通
鑑
巻
9
釋
本
覚
13世
紀
末
以
降
南
宋
新
纂
続
蔵
76
13
嘉
泰
普
燈
録
巻
24
正
受
1201
嘉
泰
元
年
新
纂
続
蔵
79
14
李
通
玄
長
者
行
状
―
1207以
前
煕
宗
3年
以
前
韓
国
佛
教
全
書
4
知
訥
『
華
厳
論
節
要
』
末
尾
に
所
載
15
仏
祖
統
紀
巻
40
志
磐
1258-69
宝
祐
6-咸
淳
5年
大
正
49
16
仏
祖
歴
代
通
載
巻
13
念
常
1341
至
正
元
年
大
正
49
17
釈
氏
𥡴
古
略
巻
3
覚
岸
1354
至
正
14年
大
正
49
18
仏
法
金
湯
篇
巻
8
心
泰
1386
洪
武
19年
新
纂
続
蔵
76
19
神
僧
伝
巻
7
―
明
初
（
1417頃
）
永
楽
15年
以
前
大
正
50
20
華
厳
合
論
纂
要
後
序
方
沢
1567
隆
慶
元
年
新
纂
続
蔵
5
21
華
厳
経
合
論
簡
要
序
李
贄
（
李
卓
吾
）
1592,3頃
か
万
暦
20-21年
頃
か
新
纂
続
蔵
4
22
華
厳
経
感
応
略
記
雲
棲
宏
1571以
降
か
隆
慶
5年
以
降
か
新
纂
続
蔵
77
23
李
長
者
見
聖
授
道
伝
―
1596頃
か
万
暦
24年
頃
か
中
国
佛
寺
志
叢
刊
9
清
凉
山
志
(1701)編
巻
4所
載
24
三
教
源
流
捜
神
大
全
巻
6
―
16-17世
紀
か
明
末
内
閣
文
庫
本
25
居
士
分
燈
録
巻
上
朱
時
恩
1632
崇
禎
5年
新
纂
続
蔵
86
26
仏
祖
綱
目
巻
31
朱
時
恩
1634
崇
禎
7年
新
纂
続
蔵
84
27
華
厳
経
持
験
記
周
克
復
1660頃
順
治
17年
頃
新
纂
続
蔵
77
28
居
士
伝
巻
15
彭
際
清
1770-1775
乾
隆
35-40年
新
纂
続
蔵
88
29
寿
陽
縣
志
巻
12所
収
の
伝
―
1882
光
緒
8年
寿
陽
縣
志
巻
12
30
寿
陽
縣
志
巻
13所
収
の
伝
―
1882
光
緒
8年
寿
陽
縣
志
巻
13
31
華
厳
経
感
応
縁
起
伝
弘
璧
1889
光
緒
15年
新
纂
続
蔵
77
四
四
伝
記
資
料
に
お
け
る
李
通
玄
の
イ
メ
ー
ジ
（
伊
藤
真
）
一
、
李
通
玄
の
伝
記
資
料
と
先
行
研
究
ま
ず
、
主
な
先
行
研
究
を
概
観
す
る
。
そ
の
多
く
は
伝
記
資
料
の
分
析
か
ら
史
実
を
掘
り
起
こ
し
、
李
通
玄
の
生
涯
の
再
構
成
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
（
伝
記
資
料
の
年
代
や
出
典
等
は
「
資
料
１
伝
記
資
料
」
参
照
）。
①
湯
次
了
栄
氏
の
研
究
主
と
し
て
『
釈
大
方
広
仏
華
厳
経
論
主
李
長
者
事
迹
』（
以
下
、『
事
迹
』
と
略
記
）
と
『
決
疑
論
後
記
』
と
思
わ
れ
る
資
料
を
中
心
に
、『
華
厳
経
決
疑
論
序
』（
以
下
、『
決
疑
論
序
』
と
略
記
）
『
華
厳
経
持
験
記
』『
宋
高
僧
伝
』『
仏
祖
統
記
』
な
ど
も
参
照
し
な
が
ら
李
通
玄
の
生
涯
の
概
略
を
た
ど
る
が
、
資
料
批
判
を
し
て
い
な
い３
）
。
②
高
峯
了
州
氏
の
研
究
『
李
通
玄
長
者
行
状
』『
事
迹
』『
宋
高
僧
伝
』
な
ど
を
比
較
検
討
し
、
諸
資
料
記
載
の
生
没
年
、
年
寿
、
出
自
等
に
異
同
が
多
く
、
確
定
で
き
な
い
と
し
て
い
る４
）
。
③
稲
岡
智
賢
氏
の
研
究
公
刊
さ
れ
て
い
る
な
か
で
は
最
も
ま
と
ま
っ
た
論
考
。
最
も
成
立
の
早
い
『
決
疑
論
序
』
と
『
事
迹
』
を
根
本
資
料
と
し
つ
つ
、
唐
代
か
ら
清
代
に
至
る
二
七
種
の
伝
記
資
料
を
比
較
検
討
し
、
生
存
年
時
は
六
三
五
〜
七
五
七
年
頃
ま
で
の
間
と
し
か
決
定
で
き
な
い
と
す
る５
）
。
④
木
村
清
孝
氏
の
研
究
『
決
疑
論
序
』
を
最
も
信
憑
性
の
高
い
資
料
と
し
、
さ
ら
に
『
事
迹
』『
宋
高
僧
伝
』『
決
疑
論
後
記
』
が
そ
れ
に
次
ぐ
と
す
る
。
李
通
玄
の
著
作
に
密
教
と
の
関
連
が
薄
い
こ
と
か
ら
、
生
没
年
を
『
宋
高
僧
伝
』
の
貞
観
九
（
六
三
五
）
〜
開
元
一
八
（
七
三
〇
）
年
と
し
て
い
る６
）
。
⑤
邱
高
興
氏
の
研
究
木
村
氏
と
同
じ
く
『
決
疑
論
序
』
と
『
宋
高
僧
伝
』
を
重
視
し
、
同
じ
生
没
年
を
主
張
す
る
。
た
だ
し
清
代
成
立
の
『
居
士
伝
』
を
利
用
す
る
な
ど
、
資
料
の
扱
い
に
疑
問
が
残
る７
）
。
⑥
小
島
岱
山
氏
の
研
究
三
一
点
の
伝
記
資
料
と
地
方
志
等
に
出
る
断
片
的
資
料
な
ど
も
検
討
。
李
通
玄
の
事
績
に
加
え
、
資
料
に
記
さ
れ
た
有
縁
の
地
の
特
定
な
ど
も
含
め
、
主
と
し
て
史
実
を
析
出
し
、
詳
論
し
て
い
る
。
ま
た
、
高
麗
の
知
訥
撰
述
『
華
厳
論
節
要
』
末
尾
に
採
録
の
『
李
通
玄
長
者
行
状
』
を
八
世
紀
末
の
成
立
と
推
定
し
、『
事
迹
』
の
土
台
と
な
っ
た
重
要
な
二
次
資
料
だ
と
し
て
い
る８
）
。
⑦
洪
梅
珍
氏
の
研
究
最
新
の
研
究
成
果
。
各
種
伝
記
資
料
に
見
ら
れ
る
異
説
は
、『
決
疑
論
序
』
と
『
事
迹
』
に
淵
源
す
る
と
指
摘
。
前
者
は
李
通
玄
の
生
涯
を
知
る
た
め
に
最
適
な
資
料
、
伝
説
的
な
逸
話
が
豊
富
な
後
者
は
、
民
間
信
仰
や
居
士
仏
教
の
中
で
李
通
玄
の
地
位
と
価
値
を
高
め
た
と
評
価
す
る９
）
。
二
、『
決
疑
論
序
』
と
『
李
長
者
事
迹
』
に
描
か
れ
た
李
通
玄
像
本
論
で
は
伝
記
資
料
と
し
て
、
稲
岡
智
賢
氏
、
小
島
岱
山
氏
、
洪
梅
珍
氏
の
論
考
で
言
及
さ
れ
て
い
る
資
料
の
内
、
筆
者
が
披
見
し
得
た
限
り
の
二
八
種
と
、
荒
木
見
悟
氏
が
言
及
す
る
『
三
教
源
流
捜
神
大
全
』
一
点10
）
、
さ
ら
に
稲
岡
・
小
島
両
氏
も
挙
げ
て
い
る
『
李
長
者
行
蹟
記
』
を
後
世
に
転
載
し
た
『
山
西
通
志
平
定
州
』
所
収
の
伝
と
、
内
容
的
に
は
短
く
新
味
は
な
い
が
こ
れ
ま
で
言
及
さ
れ
て
い
な
い
『
歴
代
編
年
釈
氏
通
鑑
』
を
加
え
、
三
一
点
の
資
料
を
検
討
す
る11
）
。
撰
者
・
編
者
、
成
立
年
代
、
出
典
な
ど
を
で
き
る
だ
け
挙
げ
て
一
覧
と
し
た
（
資
料
１
参
四
五
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
文
学
研
究
科
篇
第
四
十
号
（
二
〇
一
二
年
三
月
）
照
。
成
立
年
代
に
つ
い
て
は
稲
岡
氏
、
木
村
氏
等
の
先
行
研
究
も
参
照
し
た
）。
李
通
玄
の
伝
記
資
料
と
し
て
は
、
彼
が
生
き
た
時
代
に
最
も
近
い
『
決
疑
論
序
』（
七
七
〇
年
成
立
）
と
『
事
迹
』（
八
〇
〇
年
代
初
頭
成
立
か
）
が
重
視
さ
れ
て
き
た
。
前
者
は
李
通
玄
の
弟
子
だ
と
い
う
比
丘
照
明
が
の
ち
に
『
決
疑
論
』
に
付
し
た
序
文
で
あ
る
。
一
方
、『
事
迹
』
は
雲
居
散
人
馬
支
な
る
者
に
よ
る
が
、
両
人
と
も
い
か
な
る
人
物
だ
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
二
種
の
伝
記
で
、
後
代
の
伝
記
資
料
に
見
ら
れ
る
逸
話
が
一
部
を
除
い
て
ほ
ぼ
網
羅
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
は
洪
氏
の
指
摘
の
と
お
り
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
ま
ず
こ
の
二
点
の
伝
記
資
料
を
基
本
資
料
と
し
て
、
そ
の
内
容
を
確
認
し
て
お
く12
）
。
・〔
決
疑
論
序
〕
洪
氏
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、『
決
疑
論
序
』
の
記
述
は
一
見
い
た
っ
て
簡
潔
に
李
通
玄
の
事
績
を
記
述
し
て
い
る
よ
う
な
筆
致
で
あ
る
。
だ
が
そ
こ
に
は
史
実
と
推
定
し
得
る
事
柄
だ
け
で
は
な
く
、
比
丘
照
明
が
李
通
玄
に
対
し
て
抱
い
て
い
た
イ
メ
ー
ジ
を
う
か
が
わ
せ
る
記
述
も
あ
る
（
全
文
は
注
に
掲
げ
る13
）
）。
ま
ず
李
通
玄
は
「
智
慧
明
簡
」
に
し
て
「
学
は
常
の
師
に
非
ず
」「
情
を
易
道
に
留
め
、
妙
に
し
て
精
微
を
尽
く
す
」（
極
め
て
学
識
が
高
く
『
周
易
』
に
精
通
し
て
い
た
）
と
い
う
。
そ
し
て
「
林
泉
に
放
曠
し
、
城
市
よ
り
遠
ざ
か
る
」（
都
会
を
厭
い
山
林
に
遊
ぶ
）
と
い
う
か
ら
、
中
国
の
古
典
的
な
脱
俗
の
賢
者
の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。
そ
の
李
通
玄
は
「
年
四
十
を
過
ぎ
て
外
書
を
覧
る
こ
と
を
絶
ち
」
も
っ
ぱ
ら
華
厳
経
の
研
究
に
没
頭
し
た
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
様
子
は
「
惟
ふ
に
西
域
淨
名
遍
行
是
れ
其
の
流
な
り
。
此
方
の
孔
老
は
其
の
類
に
非
ず
」
と
、
同
じ
賢
者
で
も
孔
老
で
は
な
く
維
摩
詰
に
喩
え
ら
れ
て
い
る
。
比
丘
照
明
は
李
通
玄
に
、
仏
法
の
奥
義
に
達
し
た
天
竺
の
在
俗
の
智
者
の
姿
を
見
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
一
方
、「
實
に
曰
に
王
孫
た
り
。
國
を
捨
つ
る
こ
と
を
同
じ
く
す
」
と
言
う
の
は
釈
尊
を
思
い
浮
か
べ
て
の
こ
と
だ
ろ
う
。
こ
の
資
料
で
は
例
外
的
に
怪
異
な
現
象
が
描
か
れ
る
臨
終
の
場
面
で
も
、「
山
林
震
驚
し
、
群
鳥
乱
鳴
、
百
獣
奔
走
す
」「
道
俗
哀
嗟
せ
ざ
る
無
し
」
と
、
釈
尊
の
入
滅
の
場
面
を
思
わ
せ
る14
）
。
照
明
は
「
夫
れ
聖
人
の
世
を
去
る
な
り
」
と
言
う
。
さ
ら
に
は
ま
た
、「
影
響
の
文
殊
、
普
賢
の
幻
有
な
り
」
（
根
本
智
を
象
徴
す
る
文
殊
菩
薩
と
差
別
智
を
象
徴
す
る
普
賢
菩
薩
の
化
身
に
も
似
る
）
と
、
華
厳
経
の
菩
薩
の
イ
メ
ー
ジ
も
語
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
ど
こ
か
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
で
す
ら
あ
る
イ
メ
ー
ジ
は
、『
事
迹
』
が
伝
え
る
人
物
像
と
は
大
き
く
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
・〔
李
長
者
事
迹15
）
〕
こ
の
資
料
は
李
通
玄
を
「
李
長
者
」
と
呼
び
、
そ
の
出
自
は
不
明
だ
が
滄
州
の
人
と
す
る
。
李
通
玄
は
太
原
盂
縣
の
高
氏
の
館
で
執
筆
に
励
む
こ
と
三
年
、
馬
氏
な
る
人
物
の
古
仏
堂
辺
の
土
室
に
移
る
と
十
年
間
「
端
居
宴
黙
」
し
た
の
ち
韓
氏
別
業
な
る
と
こ
ろ
へ
移
っ
た
と
い
う
。
さ
ら
に
華
厳
経
の
釈
論
執
筆
に
ふ
さ
わ
し
い
場
所
を
求
め
て
出
立
す
る
と
、
一
頭
の
虎
の
案
内
で
神
福
山
の
土
へ
至
る
。
そ
こ
で
『
新
論
』
等
を
執
筆
す
る
の
だ
が
、
嵐
の
夜
に
倒
れ
た
松
の
根
元
か
ら
泉
が
出
現
し
、
絶
世
の
美
女
二
人
が
現
れ
て
給
仕
し
、
李
通
玄
は
口
か
ら
白
い
光
を
放
っ
て
灯
明
の
代
わ
り
と
し
た
と
い
う
。
や
が
て
死
期
を
さ
と
っ
た
李
通
玄
は
村
人
に
別
れ
を
告
げ
、
臨
終
の
場
面
で
は
種
々
の
奇
瑞
や
神
異
な
現
象
が
起
き
る
。
『
決
疑
論
序
』
に
比
べ
、『
事
迹
』
は
李
通
玄
の
生
涯
を
豊
富
な
逸
話
で
た
ど
る
四
六
伝
記
資
料
に
お
け
る
李
通
玄
の
イ
メ
ー
ジ
（
伊
藤
真
）
が
、
一
見
し
て
霊
験
・
神
異
譚
の
類
が
多
い
こ
と
に
気
づ
く
。
こ
こ
で
李
通
玄
の
イ
メ
ー
ジ
と
関
連
す
る
記
述
を
さ
ら
に
何
点
か
確
認
し
て
お
き
た
い
。
ま
ず
、
風
貌
は
「
身
長
七
尺
二
寸
、
広
眉
朗
目
…
修
臂
円
直
…
毛
端
右
旋
…
風
姿
特
異
、
殊
妙
之
相
の
具
足
せ
ざ
る
こ
と
な
し
」
と
さ
れ
、
毎
日
棗なつめ
十
粒
と
柏
葉
餅
一
枚
の
み
を
食
し
た
と
い
う
。
棗
の
話
は
後
に
多
く
の
伝
記
資
料
に
見
え
、
『
仏
祖
統
記
』
を
は
じ
め
、
多
く
が
「
棗そう
柏はく
大
士
」
と
呼
ば
れ
た
こ
と
を
記
す16
）
。
一
方
、
容
貌
の
描
写
に
は
す
で
に
歴
史
的
人
物
と
し
て
の
釈
尊
の
イ
メ
ー
ジ
は
な
く
、
超
人
的
な
相
好
を
具
え
た
仏
に
も
比
す
べ
き
姿
で
あ
る
。
し
か
し
同
時
に
、
樺
皮
の
冠
と
簡
素
な
衣
に
裸
足
で
歩
き
、
粗
食
に
甘
ん
じ
た
こ
と
と
併
せ
、
ど
こ
か
仙
人
め
い
た
飄
然
た
る
様
で
あ
る
。
こ
う
し
た
風
姿
は
高
僧
伝
の
類
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
、『
決
疑
論
序
』
に
比
べ
て
、
あ
る
種
パ
タ
ー
ン
化
さ
れ
た
描
写
に
な
っ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
死
後
に
村
人
た
ち
が
埋
葬
し
た
際
に
は
「
飛
走
の
悲
鳴
山
に
滿
つ
」
と
、
鳥
獣
が
悲
嘆
し
た
こ
と
は
『
決
疑
論
序
』
の
臨
終
の
場
面
に
通
じ
る
が
、「
二
白
鶴
」
が
「
哀
唳
」
し
「
二
鹿
」
が
「
相
ひ
叫
ぶ
こ
と
し
き
り
」
だ
っ
た
と
す
る
。
鶴
林
（
沙
羅
双
樹
）、
鹿
苑
な
ど
、
鶴
や
鹿
に
は
釈
尊
の
伝
記
に
通
じ
る
面
も
あ
ろ
う
が
、
中
国
で
は
鶴
が
仙
人
の
乗
り
物
で
あ
り
、
鹿
も
仙
人
と
共
に
図
像
等
に
登
場
す
る
な
ど
、
神
仙
に
関
わ
り
が
深
い
動
物
で
あ
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
一
方
、
李
通
玄
が
土
室
に
「
端
居
宴
黙
」
す
る
こ
と
十
年
と
い
う
逸
話
か
ら
は
、
李
通
玄
在
世
時
か
ら
活
躍
し
始
め
て
い
た
と
思
わ
れ
る
禅
者
た
ち
の
姿
も
思
い
浮
か
ぶ17
）
。
こ
の
よ
う
に
『
事
迹
』
で
は
全
般
的
に
①
神
仙
的
な
イ
メ
ー
ジ
と
②
神
異
の
禅
僧
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う18
）
。
洪
梅
珍
氏
は
、『
事
迹
』
は
李
通
玄
の
神
異
性
お
よ
び
そ
の
著
作
の
価
値
と
、
大
衆
に
よ
る
信
仰
と
思
慕
と
を
高
め
、
李
通
玄
の
宗
教
的
地
位
を
華
厳
宗
の
祖
師
た
ち
に
匹
敵
せ
し
め
て
い
る
と
い
う19
）
。
し
か
し
、『
事
迹
』
の
神
異
的
な
逸
話
の
数
々
と
、
そ
れ
ら
が
後
代
に
継
承
さ
れ
た
こ
と
が
果
た
し
た
役
割
は
、
単
に
華
厳
の
徒
と
し
て
の
李
通
玄
の
顕
彰
や
、
華
厳
思
想
の
宣
揚
に
留
ま
る
も
の
で
は
な
い
。
次
節
で
は
各
伝
記
資
料
の
逸
話
を
比
較
検
討
し
、
い
く
つ
か
の
逸
話
の
持
つ
文
化
的
・
時
代
的
背
景
と
そ
の
意
義
を
探
っ
て
み
た
い
。
三
、
後
世
の
伝
記
資
料
に
見
る
李
通
玄
の
イ
メ
ー
ジ
今
回
検
討
す
る
伝
記
資
料
に
登
場
す
る
事
実
関
係
や
逸
話
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
逸
話
の
項
目
①
〜
⑨
は
『
決
疑
論
序
』
記
載
の
も
の
、
〜
が
『
決
疑
論
序
』
に
は
な
く
『
事
迹
』
が
記
す
も
の
で
あ
る
。
①
出
自
・
出
身
地
（『
決
疑
論
序
』
は
皇
枝
と
し
、
北
京＝
太
原
出
身
と
す
る
。
『
事
迹
』
は
滄
州
出
身
と
す
る
）
②
思
想
・
学
識
（「
智
慧
明
簡
、
学
非
常
師
」「
影
響
文
殊
普
賢
之
幻
有
」
な
ど
）
③
儒
教
と
の
関
係
（『
周
易
』
に
精
通
し
た
が
、
四
十
過
ぎ
か
ら
外
書
を
読
ま
ず
）
④
山
林
居
住
（
市
街
を
避
け
て
山
野
に
遊
ん
だ
こ
と
）
⑤
華
厳
経
と
造
論
の
理
由
（
新
訳
の
八
十
巻
華
厳
経
を
得
て
、『
新
論
』『
決
疑
論
』『
十
明
論
』
な
ど
を
執
筆
）
⑥
著
作
の
列
挙
（
脚
注
『
決
疑
論
序
』
本
文
参
照
）
⑦
没
年
・
年
齢
等
へ
の
言
及
⑧
臨
終
の
様
子
１
（
村
人
・
鳥
獣
の
悲
嘆
）
⑨
臨
終
の
様
子
２
（
頂
き
よ
り
白
光
が
出
て
、
山
林
震
驚
）
四
七
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
文
学
研
究
科
篇
第
四
十
号
（
二
〇
一
二
年
三
月
）
資
料
２
：
伝
記
資
料
と
逸
話
逸
話
①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
伝
記
資
料
出
自
学
識
儒
教
精
通
山
林
閑
居
造
論
理
由
著
作
没
年
臨
終
悲
嘆
臨
終
奇
瑞
旅
の
経
歴
棗
柏
葉
餅
禅
定
実
修
虎
と
遭
遇
泉
出
現
口
中
白
光
二
女
子
容
貌
村
人
対
話
坐
化
埋
葬
奇
瑞
１
決
疑
論
序
●
●
●
●
●
●
●
●
●
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
２
李
長
者
事
迹
●
●
×
●
×
●
●
×
×
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
３
華
厳
経
合
論
序
（
志
寧
）
●
●
×
×
×
●
×
×
×
×
×
×
●
×
×
●
×
×
×
×
４
神
福
山
寺
霊
跡
記
●
●
×
×
×
●
●
●
●
●
×
●
●
●
●
●
●
●
●
●
５
華
厳
経
合
論
序
（
慧
研
）
●
●
×
×
●
●
×
×
×
×
×
×
×
×
●
●
×
×
×
×
６
宋
高
僧
伝
巻
22
●
×
●
●
●
●
●
×
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
７
決
疑
論
後
記
●
●
×
×
×
●
●
●
●
●
×
●
●
●
●
●
×
×
×
×
８
李
長
者
行
蹟
記
●
×
×
●
×
●
●
×
×
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
×
９
隆
興
仏
教
編
年
通
論
巻
16
●
×
●
●
×
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
×
10
歴
代
編
年
釈
氏
通
鑑
巻
9
●
×
×
×
×
●
●
×
×
●
×
×
●
×
●
●
×
×
×
×
11
嘉
泰
普
燈
録
巻
24
●
●
×
×
×
●
●
●
●
●
●
×
●
●
●
●
×
×
×
×
12
李
通
玄
長
者
行
状
●
●
×
●
×
●
●
●
×
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
13
仏
祖
統
紀
巻
40
×
×
×
×
●
●
●
×
●
●
●
×
●
×
●
●
×
×
●
×
14
仏
祖
歴
代
通
載
巻
13
●
×
×
●
×
●
●
●
×
●
●
●
●
×
●
●
●
●
●
×
15
釈
氏
𥡴
古
略
巻
3
●
×
×
×
×
●
●
×
×
●
●
×
●
×
●
●
×
×
×
×
16
仏
法
金
湯
篇
巻
8
●
×
●
●
●
●
●
×
×
●
●
×
●
×
●
●
×
×
●
×
17
神
僧
伝
巻
7
●
×
●
●
×
●
●
×
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
18
華
厳
合
論
纂
要
後
序
●
×
×
×
×
●
●
●
●
●
●
●
●
×
●
●
●
●
●
×
19
華
厳
経
感
応
略
記
×
×
×
×
×
●
●
×
×
●
●
×
●
●
×
●
×
×
×
×
20
李
長
者
見
聖
授
道
伝
×
×
×
×
△
●
●
×
×
△
●
●
●
×
●
●
×
×
●
×
21
三
教
源
流
捜
神
大
全
巻
6
●
×
●
●
×
●
●
×
●
●
●
×
●
×
●
●
●
●
●
●
22
居
士
分
燈
録
巻
上
●
×
×
×
×
●
●
●
●
●
●
×
●
×
●
●
●
●
●
×
23
仏
祖
綱
目
巻
31
×
×
×
×
×
●
×
×
×
●
●
×
●
×
●
●
×
×
×
×
24
華
厳
経
持
験
記
×
×
×
×
×
●
×
×
×
●
●
×
●
●
●
●
×
×
×
×
25
居
士
伝
巻
15
●
●
●
●
△
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
26
寿
陽
縣
志
巻
12
●
×
×
●
×
●
×
×
×
×
×
●
●
●
×
●
●
×
×
×
27
寿
陽
縣
志
巻
13
●
×
×
×
×
×
●
×
×
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
×
28
華
厳
経
感
応
縁
起
伝
×
×
×
×
×
●
×
×
×
●
●
×
●
●
●
●
×
×
×
×
※
重
複
等
の
た
め
資
料
１
か
ら
一
部
の
資
料
を
割
愛
し
た
△
は
『
決
疑
論
序
』『
事
迹
』
に
な
い
五
台
山
訪
問
の
逸
話
を
載
せ
る
こ
と
を
示
す
四
八
伝
記
資
料
に
お
け
る
李
通
玄
の
イ
メ
ー
ジ
（
伊
藤
真
）
経
歴
（
居
所
を
転
々
と
し
た
経
過
）
棗
と
柏
葉
餅
を
食
し
た
こ
と
禅
定
の
実
修
（『
事
迹
』
は
「
端
居
宴
黙
」
し
た
と
す
る
）
虎
と
遭
遇
（
馴
伏
し
て
土
へ
案
内
さ
せ
た
こ
と
）
嵐
の
夜
に
土
前
に
泉
が
出
現
し
た
こ
と
口
か
ら
白
光
を
出
し
て
灯
明
に
代
え
た
こ
と
二
女
子
が
現
れ
て
給
仕
し
た
こ
と
容
貌
（
身
長
七
尺
二
寸
、
広
眉
朗
目
な
ど
）
村
人
と
の
対
話
（
死
期
を
さ
と
っ
て
別
れ
を
告
げ
た
こ
と
な
ど
）
坐
化
し
た
こ
と
埋
葬
と
奇
瑞
（
土
を
蛇
が
守
っ
て
い
た
こ
と
╱
二
鶴
・
二
鹿
の
出
現
╱
鳥
獣
の
悲
嘆
な
ど
）
『
決
疑
論
序
』『
事
迹
』
以
下
、
各
伝
記
資
料
に
所
載
の
逸
話
を
別
表
に
示
し
た
（「
資
料
２
伝
記
資
料
と
逸
話
」
参
照
。
表
の
中
の
●
×
は
同
類
の
逸
話
の
記
載
の
有
無
を
示
す
）。
こ
れ
を
見
る
と
、『
決
疑
論
序
』
の
記
述
が
あ
ま
り
後
世
の
伝
記
資
料
に
継
承
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
特
に
李
通
玄
を
「
孔
老
」
で
は
な
く
維
摩
詰
に
な
ぞ
ら
え
、
文
殊
・
普
賢
の
化
身
だ
と
い
う
『
決
疑
論
序
』
の
李
通
玄
像
の
重
要
な
要
素
や
、
華
厳
経
の
釈
論
を
著
し
た
動
機
な
ど
が
落
ち
て
い
る
場
合
が
多
い
。
ま
た
、
臨
終
の
際
に
山
林
が
震
動
し
鳥
獣
が
悲
嘆
し
た
こ
と
は
比
較
的
多
く
の
資
料
が
載
せ
る
が
、
内
容
的
に
は
白
鶴
と
鹿
を
登
場
さ
せ
た
『
事
迹
』
の
埋
葬
の
場
面
に
お
け
る
描
写
が
よ
り
多
く
継
承
さ
れ
て
い
る
。
三
｜
一
、「
口
出
白
光
」・「
二
女
子
給
仕
」
の
逸
話
次
に
、
い
く
つ
か
の
逸
話
を
取
り
あ
げ
、
そ
こ
か
ら
見
え
て
く
る
李
通
玄
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
る
（
出
自
・
著
作
・
卒
年
な
ど
史
実
に
つ
い
て
は
検
討
し
な
い
）。
・〔
口
か
ら
白
光
を
出
す
逸
話
〕
伝
記
的
記
述
が
短
い
志
寧
の
『
合
論
序
』
や
『
寿
陽
縣
志
』
所
載
の
伝
な
ど
を
除
い
て
、
す
べ
て
の
伝
記
資
料
が
載
せ
る
の
が
次
の
逸
話
で
あ
る
。『
事
迹
』
は
言
う
。長
者
、
論
を
製
す
る
の
夕
、
心
は
玄
奥
を
窮
め
、
口
は
白
光
を
出
し
て
中
を
照
耀
す
。
以
て
燈
燭
に
代
へ
る20
）
。
こ
れ
は
、
華
厳
経
の
釈
論
執
筆
の
た
め
に
神
福
山
の
土
に
至
っ
た
李
通
玄
が
、
灯
明
が
な
か
っ
た
た
め
に
口
か
ら
白
い
光
を
放
っ
た
と
い
う
逸
話
で
あ
る
。
の
ち
に
見
る
よ
う
に
、『
三
教
源
流
捜
神
大
全
』
所
載
の
李
通
玄
の
肖
像
画
（「
資
料
３
通
玄
禅
師
像
」
参
照
）
の
中
で
、
顔
の
横
あ
た
り
に
何
や
ら
煙
か
炎
の
よ
う
な
も
の
が
浮
遊
し
て
い
る
の
が
そ
れ
だ
ろ
う
。
こ
の
怪
異
の
現
象
に
つ
い
て
洪
氏
は
「『
華
厳
経
』
中
の
仏
菩
薩
が
自
身
の
体
の
各
所
か
ら
光
を
放
つ
の
に
呼
応
す
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
李
通
玄
の
華
厳
思
想
に
お
い
て
仏
の
光
明
が
重
要
な
要
素
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
興
味
深
い
指
摘
で
あ
る21
）
。
実
際
、
僧
伝
な
ど
に
は
華
厳
経
に
有
縁
の
者
が
口
よ
り
光
を
放
つ
逸
話
は
多
い
。『
華
厳
経
感
応
伝
』
は
杜
順
に
師
事
し
た
と
い
う
居
士
・
玄
智
が
口
よ
り
光
明
を
放
ち
四
十
余
里
に
及
ん
だ
と
し
、『
宋
高
僧
伝
』
に
は
華
厳
経
を
読
誦
し
な
が
ら
口
の
両
角
か
ら
強
烈
な
金
色
の
光
を
放
っ
た
僧
に
つ
い
て
記
し
（
同
四
九
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
文
学
研
究
科
篇
第
四
十
号
（
二
〇
一
二
年
三
月
）
伝
で
は
李
通
玄
も
「
口
の
両﹅
角﹅
よ﹅
り﹅
白
光
を
出
す
」
と
す
る
）、
さ
ら
に
『
釈
氏
通
鑑
』
は
法
蔵
も
華
厳
経
の
講
説
中
に
口
よ
り
白
光
を
発
し
た
と
す
る22
）
。
だ
が
、
類
似
の
逸
話
は
華
厳
経
と
無
関
係
に
も
語
ら
れ
る
。
法
華
経
を
読
誦
し
た
法
誠
が
臨
終
に
当
た
り
口
よ
り
光
明
を
出
し
て
室
内
を
照
ら
し
た
話
。
智
の
法
系
の
法
盛
が
説
法
中
に
口
よ
り
光
明
を
出
し
て
大
衆
の
信
仰
を
集
め
た
話
。
そ
し
て
善
導
の
説
法
を
聞
い
て
庭
の
木
よ
り
投
身
し
た
こ
と
で
有
名
な
浄
土
教
信
者
も
、
念
仏
し
な
が
ら
口
か
ら
光
明
を
出
し
た
と
さ
れ
る
な
ど
、
枚
挙
に
暇
が
な
い23
）
。
李
通
玄
の
場
合
も
華
厳
経
的
な
奇
瑞
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
仏
法
（
あ
る
い
は
禅
定
や
読
誦
、
念
仏
な
ど
の
「
行
」）
の
奇
特
を
物
語
る
例
の
一
つ
と
す
べ
き
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
次
に
見
る
逸
話
と
合
わ
せ
て
考
え
る
と
き
、
整
合
性
を
も
っ
て
く
る
は
ず
で
あ
る
。
・〔
絶
世
の
美
女
二
人
に
よ
る
給
仕
の
逸
話
〕
『
事
迹
』
に
は
、
李
通
玄
が
神
福
山
の
土
で
執
筆
を
始
め
た
時
に
、「
忽
ち
二
女
子
有
り
、
容
華
絶
世
、
皆
笄
年
ば
か
り
な
り
」
と
、
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
容
姿
端
麗
な
十
五
歳
ほ
ど
の
「
女
子
」
二
人
が
現
れ24
）
、
食
事
、
香
、
紙
筆
な
ど
を
日
々
欠
か
さ
ず
に
供
し
て
給
仕
し
、
執
筆
終
了
と
共
に
忽
然
と
消
え
た
と
い
う
不
思
議
な
逸
話
が
あ
る
。『
合
論
序
（
志
寧
著
）』『
神
福
山
寺
霊
跡
記
』『
決
疑
論
後
記
』『
嘉
泰
普
燈
録
』
の
よ
う
に
二
人
の
女
性
を
「
天
人
」
ま
た
は
「
天
女
」
と
す
る
も
の
も
多
い
（『
合
論
序
（
慧
研
著
）』『
李
通
玄
長
者
行
状
』『
李
長
者
見
聖
授
道
伝
』
な
ど
は
「
天
童
」「
仙
童
」
な
ど
と
す
る
）。『
事
迹
』
は
、
こ
の
李
通
玄
の
感
通
は
仏
跋
陀
羅
が
六
十
巻
華
厳
経
を
訳
出
し
て
い
た
時
に
、「
青
衣
の
童
子
」
二
人
が
庭
の
池
よ
り
忽
然
と
現
れ
て
は
給
仕
し
、
訳
了
と
と
も
に
消
え
た
故
事
に
符
合
す
る
と
記
し
て
い
る25
）
。
こ
の
逸
話
に
つ
い
て
も
洪
氏
は
、
疑
い
な
く
仏
教
と
中
国
華
厳
に
お
け
る
李
通
玄
の
地
位
を
高
め
る
も
の
で
、
李
通
玄
の
著
作
を
仏
跋
陀
羅
の
訳
経
と
同
等
に
評
価
す
る
も
の
だ
と
い
う26
）
。「
青
衣
の
二
童
子
」
に
関
し
て
は
、『
宋
高
僧
伝
』
に
興
味
深
い
逸
話
が
あ
る
。
五
台
山
を
訪
れ
た
法
照
が
、
㵎
（
谷
川
）
の
水
辺
で
出
会
っ
た
「
八
、
九
歳
の
青
衣
」
二
人
に
案
内
さ
れ
、
普
賢
・
文
殊
の
両
菩
薩
が
居
る
竹
林
寺
で
念
仏
の
法
門
を
授
か
っ
た
と
い
う
。
華
厳
経
に
有
縁
の
霊
場
で
あ
る
五
台
山
と
い
い
、
普
賢
・
文
殊
と
い
い
、
明
ら
か
に
華
厳
経
と
結
び
つ
い
て
い
る27
）
。
し
か
し
、『
事
迹
』
よ
り
後
代
の
李
通
玄
の
伝
記
資
料
は
、
仏
跋
陀
羅
と
「
青
衣
の
二
童
子
」
の
逸
話
に
は
言
及
し
な
い
。
華
厳
思
想
の
系
譜
の
中
で
李
通
玄
に
権
威
を
与
え
る
目
的
な
ら
ば
、
当
然
言
及
す
る
は
ず
で
あ
る
（「
青
衣
の
童
子
」
の
話
は
『
高
僧
伝
』
の
仏
跋
陀
羅
伝
に
は
見
え
ず
、
万
人
周
知
の
故
事
と
は
言
え
そ
う
も
な
い
か
ら
だ
）。
ま
た
、「
青
衣
の
二
童
子
」
と
は
い
わ
ば
召
使
い
の
少
年
た
ち
で
、「
容
華
絶
世
」
の
美
女
二
人
と
は
イ
メ
ー
ジ
が
大
き
く
異
な
る
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。
一
方
、『
続
高
僧
伝
』
に
は
「
二
青
衣
女
子
」
に
関
す
る
逸
話
が
あ
る
。
山
水
が
枯
れ
妖
鬼
が
跋
扈
し
て
住
人
が
難
渋
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
慧
約
な
る
僧
が
呼
ば
れ
て
行
く
と
「
二
青
衣
女
子
、
㵎
水
よ
り
出
で
」、
宿
世
の
障
り
に
よ
り
「
水
精
」
に
堕
し
て
い
る
の
だ
と
打
ち
明
け
る
。
慧
約
が
戒
を
授
け
る
と
「
怪
災
は
永
く
絶
え
た
」
と
い
う28
）
。
こ
の
慧
約
は
後
に
梁
の
武
帝
に
授
戒
し
国
師
と
な
っ
た
人
物
だ
が
、
禅
と
経
の
読
誦
を
楽
し
み
、
そ
の
室
に
は
異
香
が
あ
り
、
猛
獣
を
道
で
馴
ら
し
、
金
華
山
に
入
っ
て
は
桔
（＝
キ
キ
ョ
ウ
の
根
か
？
）
を
採
取
し
て
松
林
や
谷
川
に
遊
ん
だ
。
葬
儀
の
日
に
は
一
組
の
白
鶴
が
墓
の
上
を
巡
っ
て
哀
し
げ
に
鳴
い
五
〇
伝
記
資
料
に
お
け
る
李
通
玄
の
イ
メ
ー
ジ
（
伊
藤
真
）
た
と
い
う29
）
。
こ
れ
ら
の
逸
話
か
ら
す
る
と
、「
青
衣
の
女
子
（
ま
た
は
童
子
）」
は
「
㵎
」
（
谷
川
）
に
関
係
し
た
神
異
ま
た
は
怪
異
の
存
在
で
あ
り
、
中
国
の
一
般
の
人
々
に
と
っ
て
は
、
仏
跋
陀
羅
の
故
事
よ
り
も
そ
う
し
た
俗
信
と
の
関
係
が
思
い
浮
か
ん
だ
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
慧
約
の
伝
記
に
は
山
林
で
の
生
活
や
猛
獣
を
馴
ら
す
話
、
白
鶴
な
ど
が
登
場
し
、
そ
の
仙
人
め
い
た
イ
メ
ー
ジ
は
『
事
迹
』
を
初
め
と
す
る
伝
記
資
料
に
見
え
る
李
通
玄
の
人
物
像
と
共
通
す
る
要
素
も
多
い
。
し
た
が
っ
て
「
容
華
絶
世
」
の
「
二
女
子
」
の
逸
話
は
、
伝
記
資
料
に
よ
っ
て
は
「
天
人
」「
天
女
」「
天
童
」「
童
子
」「
仙
童
」
な
ど
と
さ
れ
る
こ
と
や
、
口
か
ら
白
光
を
吐
く
と
い
う
逸
話
が
神
異
の
僧
た
ち
の
伝
記
に
見
ら
れ
る
こ
と
と
も
考
え
合
わ
せ
る
と
、
い
わ
ば
神
仙
的
な
神
秘
の
世
界
の
聖
人
の
イ
メ
ー
ジ
を
形
作
る
の
に
寄
与
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
一
方
、
民
間
信
仰
的
な
背
景
を
持
つ
「
二
女
子
」
の
逸
話
が
李
通
玄
の
伝
記
資
料
の
中
で
脈
々
と
語
り
継
が
れ
た
こ
と
は
、
李
通
玄
の
人
柄
と
も
関
連
し
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
山
深
き
土
で
禅
定
と
執
筆
に
没
頭
す
る
神
異
の
聖
者
の
よ
う
な
李
通
玄
は
、
ひ
ょ
い
と
村
人
の
前
に
現
れ
て
は
人
々
と
語
り
、
や
さ
し
い
言
葉
を
掛
け
て
は
山
へ
帰
っ
て
い
く
そ
ん
な
民
話
の
一
シ
ー
ン
の
よ
う
な
情
景
が
、『
事
迹
』
が
伝
え
る
臨
終
前
の
逸
話
か
ら
思
い
浮
か
ぶ
。
李
通
玄
は
山
辺
の
草
地
で
会
食
し
て
い
た
村
人
た
ち
に
歩
み
寄
り
、「
あ
な
た
が
た
は
達
者
で
暮
ら
し
な
さ
い
。
私
は
そ
ろ
そ
ろ
帰
ろ
う
と
思
う
」
と
、
み
ず
か
ら
の
死
期
を
予
告
し
た
。
故
郷
へ
帰
る
の
だ
と
思
っ
た
村
人
た
ち
が
名
残
惜
し
ん
で
慰
留
す
る
と
、
李
通
玄
は
「
た
と
え
百
年
生
き
た
と
し
て
も
必
ず
帰
り
去
る
も
の
な
の
だ
」「
去
住
は
常
然
た
る
の
み
」
と
言
う
。
そ
し
て
山
の
入
り
口
ま
で
見
送
っ
て
き
た
村
人
た
ち
に
「
そ
ろ
そ
ろ
家
に
帰
り
な
さ
い30
）
」
と
別
れ
を
告
げ
て
「
嵐
霧
」
の
中
に
消
え
た
。
そ
の
翌
日
、
李
通
玄
は
「
姿
容
端
と
し
て
す
で
に
中
に
坐
化31
）
」
し
て
い
た
と
い
う
。
村
人
た
ち
と
の
会
話
は
後
世
の
産
物
か
も
し
れ
な
い
が
、
李
通
玄
の
人
と
な
り
の
一
端
な
り
と
も
伝
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
三
｜
二
、
虎
の
逸
話
と
禅
者
次
に
虎
に
ま
つ
わ
る
逸
話
を
見
よ
う
。
李
通
玄
が
華
厳
経
の
釈
論
を
執
筆
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
居
所
を
探
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
虎
に
出
会
い
、
神
福
山
の
土
へ
案
内
さ
れ
た
と
い
う
も
の
だ
。
忽
ち
一
虎
の
塗みち
に
當
た
り
て
馴
伏
し
待
つ
所
有
る
が
如
き
に
逢
ふ
。
長
者
は
之
に
語
り
て
曰
く
、「
吾
、
ま
さ
に
論
を
著
し
華
嚴
經
を
釋
せ
ん
と
す
。
吾
が
た
め
に
一
棲
止
の
處
を
ぶ
べ
し
」。
言
ひ
畢
は
り
て
虎
起
ち
、
長
者
よ
う
や
く
に
し
て
之
を
撫
で
、
遂
に
げ
る
所
の
囊
を
將
っ
て
虎
の
背
に
挂
け
、
其
の
止
ま
る
所
に
任
す
。
是
に
於
て
虎
は
神
福
山
原
に
望
み
、
直
下
三
十
餘
里
の
あ
る
土
の
前
に
當
た
り
、
便
ち
自
ら
蹲
駐
す
。
長
者
の
旋
く
囊
装
を
収
め
て
に
置
く
や
、
虎
は
乃
ち
屡
顧
み
つ
つ
尾
を
妥
れ
て
去
る32
）
。
こ
の
逸
話
も
『
決
疑
論
序
』
を
除
け
ば
慧
研
『
合
論
序
』
以
外
の
全
伝
記
資
料
に
見
え
る
。
稲
岡
智
賢
氏
は
「
た
と
え
後
世
の
人
々
が
託
し
た
通
玄
の
人
徳
の
象
徴
で
あ
る
に
し
て
も
、
虎
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
そ
の
必
然
性
は
一
体
何
処
に
あ
る
の
か
興
味
の
あ
る
と
こ
ろ
」
と
疑
問
を
呈
し
て
い
る33
）
。
こ
こ
で
、
虎
に
ま
つ
わ
る
類
似
の
逸
話
を
探
っ
て
み
よ
う
。
佐
伯
有
清
氏
は
各
種
高
僧
伝
か
ら
、
僧
が
虎
を
撫
で
て
立
ち
去
ら
せ
た
逸
話
（『
高
僧
伝
』
巻
三
｜
求
那
跋
摩
、
巻
九
｜
耆
域
、『
宋
高
僧
伝
』
巻
二
一
｜
本
浄
）、
虎
が
説
法
を
聴
い
五
一
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
文
学
研
究
科
篇
第
四
十
号
（
二
〇
一
二
年
三
月
）
た
逸
話
（『
高
僧
伝
』
巻
一
二
｜
僧
生
、『
続
高
僧
伝
』
巻
二
五
｜
僧
林
）
な
ど
を
挙
げ
、
ま
た
猛
虎
を
馴
伏
す
る
逸
話
は
『
宋
高
僧
伝
』
に
数
多
く
あ
る
と
し
て
、
七
世
紀
半
ば
の
惟
寛
（
巻
一
〇
）、
八
世
紀
の
懐
空
（
巻
二
九
）
と
道
悟
（
巻
一
〇
）
な
ど
の
僧
の
例
を
挙
げ
て
い
る34
）
。
右
の
例
の
う
ち
、
晋
代
の
耆
域
と
劉
宋
の
求
那
跋
摩
と
は
、
中
国
に
お
け
る
戒
の
確
立
に
功
あ
っ
た
イ
ン
ド
僧
だ
が
、
そ
の
他
の
伝
記
を
見
る
と
、
僧
生
は
山
中
で
法
華
経
を
読
誦
し
禅
定
を
修
習
し
、
僧
林
は
山
中
の
神
祠
に
住
ん
で
「
禅
黙
し
て
日
を
か
さ
ね
た
」
と
さ
れ35
）
、
唐
代
の
本
浄
は
「
禅
宗
の
知
識
が
豊
富
」
で
「
華
厳
性
海
の
法
」
を
説
い
て
晩
年
は
鶴
と
化
し
て
飛
び
去
っ
た
と
い
う36
）
。
惟
寛
は
止
観
を
行
じ
、
道
悟
は
馬
祖
道
一
と
石
頭
希
遷
に
参
じ
た
禅
者
で
あ
る37
）
。
い
ず
れ
も
禅
定
の
実
践
者
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ほ
か
に
禅
僧
と
し
て
は
、
八
世
紀
前
半
、
牛
頭
宗
第
六
祖
恵
忠
な
ど
の
例
も
あ
る
。
恵
忠
の
山
林
の
居
室
近
く
に
は
虎
や
鹿
が
や
っ
て
来
て
子
を
産
ん
だ
。
あ
る
日
、
道
を
ふ
さ
い
で
咆
哮
す
る
猛
虎
を
諭
す
と
合
掌
礼
拝
し
て
去
っ
た
と
い
う
。
こ
の
恵
忠
は
身
の
丈
七
尺
、
肌
は
金
色
、
年
中
衣
一
枚
で
通
し
た
と
い
う
か
ら
、
ど
こ
か
李
通
玄
の
風
貌
を
思
わ
せ
る38
）
。
ま
た
、
唐
代
に
寒
山
・
拾
得
と
同
時
期
に
天
台
山
国
清
寺
に
い
た
封
干
（
や
は
り
身
長
七
尺
余
り
）
は
虎
に
乗
っ
て
寺
に
戻
っ
て
き
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う39
）
。
こ
れ
ら
を
見
る
と
、
李
通
玄
の
伝
記
資
料
に
お
け
る
虎
の
逸
話
は
禅
者
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
強
く
喚
起
さ
せ
る
も
の
と
言
え
る
。『
事
迹
』
は
李
通
玄
が
十
年
間
「
端
居
宴
黙
」
し
た
と
し
、
そ
の
最
期
は
「
姿
容
端
」
と
し
て
「
中
に
坐
化
」
し
た
と
い
う40
）
。
こ
の
「
坐
化
」
と
い
う
極
め
て
禅
宗
的
な
用
語
は
『
李
長
者
行
蹟
記
』『
仏
法
金
湯
篇
』
に
も
見
ら
れ
、『
李
長
者
見
聖
授
道
伝
』
は
「
禅
寂
」
と
す
る41
）
。
そ
し
て
臨
終
や
埋
葬
の
場
面
で
は
、
仙
人
の
イ
メ
ー
ジ
に
関
連
し
な
が
ら
も
禅
者
の
伝
記
に
も
見
え
る
白
鶴
や
鹿
が
登
場
す
る
の
は
先
述
の
と
お
り
で
あ
る
。
三
｜
三
、『
三
教
源
流
捜
神
大
全
』
と
李
通
玄
像
最
後
に
着
目
し
た
い
の
は
明
末
に
成
立
、
刊
行
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
『
三
教
源
流
捜
神
大
全
』
で
あ
る42
）
。
こ
の
書
は
儒
仏
道
三
教
の
神
々
の
伝
記
と
肖
像
画
の
集
成
で
、
い
わ
ば
「
中
国
の
神
々
の
百
科
事
典
」「
通
俗
的
な
神
仏
の
事
典
と
し
て
最
も
流
行
し
た
も
の
」
で
、
民
間
信
仰
の
神
々
も
多
く
採
録
し
、「
当
時
に
お
け
る
神
の
信
仰
状
況
を
示
す
資
料
と
し
て
非
常
に
重
要
な
も
の
」
だ
と
さ
れ
て
い
る43
）
。
道
教
の
神
々
に
加
え
、『
神
僧
伝
』
か
ら
仏
教
僧
（
禅
師
）
の
伝
記
二
一
件
が
採
録
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
慧
遠
、
鳩
摩
羅
什
、
仏
跋
陀
羅
、
玄
、
一
行
、
金
剛
智
ら
を
載
せ
、
道
安
や
法
顕
ら
を
載
せ
な
い
な
ど
、
禅
師
の
選
択
の
基
準
は
判
然
と
せ
ず
、
内
容
的
に
も
『
神
僧
伝
』
か
ら
の
引
用
に
留
ま
り
独
自
性
に
乏
し
い
と
の
評
も
あ
る44
）
。
確
か
に
李
通
玄
伝
も
『
神
僧
伝
』
を
や
や
簡
略
に
し
た
だ
け
で
、
伝
記
的
な
内
容
面
で
は
独
自
性
に
乏
し
い
。
む
し
ろ
『
神
僧
伝
』
で
は
最
後
に
「
葬
日
、
二
班
鹿
、
雙
白
鶴
有
り
、
類
鳥
は
悲
戀
の
状
の
ご
と
し45
）
」
と
、
斑
の
鹿
と
白
鶴
の
つ
が
い
の
出
現
や
、
鳥
獣
の
悲
嘆
の
描
写
が
あ
る
が
、
こ
の
資
料
は
そ
の
い
か
に
も
神
僧
ら
し
い
最
期
の
場
面
を
割
愛
し
、
返
っ
て
興
を
削
い
で
い
る
ほ
ど
で
あ
る
。
た
だ
し
、「
古
今
に
該
博
、
儒
釋
に
洞
精
す
」
と
し
て
、
三
教
一
致
を
宣
揚
す
る
『
三
教
源
流
捜
神
大
全
』
の
列
伝
に
ふ
さ
わ
し
い
記
述
が
見
ら
れ
る46
）
。
荒
木
見
悟
氏
は
「
採
用
さ
れ
た
華
厳
系
の
人
物
は
通
玄
禅
師
の
み
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
通
玄
信
仰
が
三
教
一
致
論
者
の
間
に
ま
で
行
き
渡
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
」
と
指
摘
し
て
い
る47
）
。
五
二
伝
記
資
料
に
お
け
る
李
通
玄
の
イ
メ
ー
ジ
（
伊
藤
真
）
こ
の
資
料
で
注
目
し
た
い
の
は
、
李
通
玄
の
肖
像
画
で
あ
る
（
資
料
３
）。
全
く
の
想
像
図
だ
と
は
い
え
、
当
時
の
人
々
が
抱
い
て
い
た
イ
メ
ー
ジ
が
う
か
が
え
る
。
屋
敷
の
中
庭
の
よ
う
な
場
所
で
あ
る
の
が
不
可
解
だ
が
、
岩
の
よ
う
な
も
の
に
坐
し
、
口
の
両
角
よ
り
小
さ
な
炎
の
よ
う
な
も
の
が
放
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
「
口
は
白
光
を
出
し
」
と
い
う
光
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
わ
ず
か
な
頭
髪
や
鬚
や
眉
は
縮
れ
毛
の
よ
う
で
奇
妙
だ
が
、
右
旋
し
た
螺
髪
の
よ
う
に
も
見
え
る
。
稚
拙
な
描
写
と
は
い
え
、
李
通
玄
の
逸
話
に
基
づ
い
て
神
異
の
相
を
表
そ
う
と
し
た
も
の
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
、
李
通
玄
の
著
作
の
流
布
を
通
し
て
、
そ
の
思
想
が
後
代
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
た
か
を
振
り
返
り
た
い
。
木
村
清
孝
氏
も
荒
木
見
悟
氏
も
、
李
通
玄
の
著
作
と
思
想
が
宋
代
か
ら
明
代
に
か
け
て
、
主
と
し
て
禅
者
の
間
で
歓
迎
さ
れ
、
評
価
さ
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る48
）
。
ま
た
、
木
村
氏
は
一
六
世
紀
の
異
端
の
儒
者
・
李
贄
（
卓
吾
）
が
李
通
玄
の
『
新
華
厳
経
論
』
を
抜
粋
し
て
『
華
厳
経
合
論
簡
要
』
を
著
し
た
こ
と
に
も
論
及
し
て
い
る49
）
。
一
方
、
小
島
岱
山
氏
は
、
李
通
玄
の
華
厳
思
想
は
『
老
子
』『
周
易
』
を
大
々
的
に
取
り
入
れ
た
も
の
で
、「
老
易
厳
一
致
の
華
厳
思
想
と
し
て
把
握
で
き
る
」
と
指
摘
す
る
。
そ
し
て
華
厳
思
想
を
中
国
化
・
民
衆
化
し
た
と
こ
ろ
に
李
通
玄
の
特
徴
が
あ
る
と
し
、
そ
の
証
左
と
し
て
、（
李
通
玄
が
暮
ら
し
、
亡
く
な
っ
た
）
「
寿
陽
の
方
山
に
は
李
通
玄
を
仏
菩
薩
の
如
く
慕
う
多
く
の
民
衆
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
、
唐
代
末
か
ら
清
代
に
至
る
ま
で
の
数
多
く
の
石
碑
が
今
も
な
お
存
在
し
て
い
る
」
と
現
地
踏
査
の
結
果
を
報
告
し
て
い
る50
）
。
李
通
玄
の
弟
子
で
あ
っ
た
比
丘
照
明
は
『
決
疑
論
序
』
の
な
か
で
、
李
通
玄
を
釈
尊
や
維
摩
詰
に
な
ぞ
ら
え
て
描
い
て
い
た
。
そ
れ
は
天
竺
の
智
者
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
を
喚
起
す
る
も
の
で
あ
る
。
根
本
智
・
空
慧
を
根
幹
と
す
る
透
徹
し
た
理
智
で
仏
法
を
と
ら
え
た
李
通
玄
は
、
当
時
の
知
識
人
一
般
と
は
異
な
り
、
ど
こ
か
中
国
人
離
れ
し
た
異
人
的
な
居
士
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
各
種
伝
記
資
料
か
ら
は
、
比
丘
照
明
の
思
い
と
は
徐
々
に
ず﹅
れ﹅
を
生
じ
な
が
ら
、
む
し
ろ
李
通
玄
の
中
国
的
な
側
面
が
人
々
に
受
け
容
れ
ら
れ
、
強
調
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
特
に
『
宋
高
僧
伝
』
以
降
は
、
も
っ
ぱ
ら
神
異
譚
的
な
逸
話
を
中
心
に
、
中
国
的
な
神
仙
や
禅
者
の
イ
メ
ー
ジ
で
李
通
玄
の
生
涯
が
描
か
れ
て
い
る
。
李
通
玄
に
対
す
る
人
々
の
イ
メ
ー
ジ
と
思
慕
の
仕
方
も
中
国
化
・
民
衆
化
し
て
い
っ
た
と
言
え
よ
う
。
ま
た
、
安
史
の
乱
以
降
の
唐
代
か
ら
宋
代
以
降
、
一
貫
し
て
中
国
仏
教
の
巨
大
な
潮
流
で
あ
り
続
け
た
禅
宗
の
文
化
は
（
そ
の
担
い
手
に
は
多
く
の
居
士
も
い
た
）、
虎
や
鶴
と
い
っ
た
中
国
的
な
道
具
立
て
を
好
ん
だ
。
お
そ
ら
く
そ
れ
は
早
く
も
『
事
迹
』
の
記
述
に
影
響
し
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
後
代
の
伝
記
資
料
に
そ
う
し
た
禅
者
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
継
承
さ
れ
た
こ
と
も
、
李
通
玄
の
神
仙
的
な
イ
メ
ー
ジ
と
あ
い
ま
っ
て
、
中
国
の
人
々
が
李
通
玄
に
敬
愛
の
念
を
抱
く
大
き
な
要
因
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
う
し
た
李
通
玄
の
イ
メ
ー
ジ
の
変
容
は
、「
民
衆
と
の
結
び
つ
き
、
各
宗
派
の
合
一
、
三
教
融
合
の
傾
向
や
居
士
仏
教
の
様
子
が
強
い51
）
」
と
さ
れ
る
宋
か
ら
明
に
か
け
て
の
仏
教
の
展
開
と
も
軌
を
一
に
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
五
三
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
文
学
研
究
科
篇
第
四
十
号
（
二
〇
一
二
年
三
月
）
資料３：通玄禅師像
(『三教源流捜神大全』内閣文庫本)
五
四
伝
記
資
料
に
お
け
る
李
通
玄
の
イ
メ
ー
ジ
（
伊
藤
真
）
四
、
ま
と
め
｜
時
代
の
中
の
李
通
玄
の
イ
メ
ー
ジ
以
上
の
考
察
か
ら
、
下
記
の
点
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
第
一
に
、
李
通
玄
が
生
き
た
時
代
に
最
も
近
い
、
現
存
最
古
の
伝
記
資
料
で
あ
る
『
決
疑
論
序
』
に
つ
い
て
は
、
そ
こ
に
記
さ
れ
た
神
異
譚
的
で
な
い
部
分
（
四
十
代
か
ら
仏
教
書
以
外
を
読
ま
な
か
っ
た
こ
と
、
華
厳
経
の
釈
論
執
筆
の
動
機
、
孔
老
で
は
な
く
維
摩
詰
の
後
継
者
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
な
ど
）
や
、
華
厳
の
聖
者
（
文
殊
・
普
賢
の
化
身
）
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
ほ
と
ん
ど
後
代
に
継
承
さ
れ
な
か
っ
た
。一
方
『
事
迹
』
は
、
李
通
玄
の
著
作
を
「
毘
盧
之
旨
帰
・
華
厳
之
日
月
」
と
評
し
、
仏
跋
陀
羅
に
言
及
す
る
な
ど
、
李
通
玄
を
華
厳
の
聖
者
と
す
る
一
面
も
あ
る
。
こ
の
点
、『
決
疑
論
序
』
の
李
通
玄
像
に
近
い
部
分
を
残
し
て
い
る
が
、『
事
迹
』
の
最
大
の
特
徴
は
神
異
・
霊
験
譚
的
な
逸
話
を
豊
富
に
打
ち
出
し
た
点
で
あ
る
。
異
様
な
風
貌
で
棗
と
柏
葉
餅
を
食
い
、
口
か
ら
光
を
出
し
、
謎
の
美
女
に
給
仕
さ
れ
る
逸
話
や
、
虎
、
宴
黙
、
坐
化
な
ど
禅
者
的
、
超
俗
的
な
イ
メ
ー
ジ
の
逸
話
で
あ
る
。
そ
し
て
『
宋
高
僧
伝
』
よ
り
以
降
は
、
も
っ
ぱ
ら
そ
う
し
た
逸
話
が
好
ん
で
継
承
さ
れ
、「
二
女
子
」
が
「
天
女
」
や
「
天
人
」
と
さ
れ
る
な
ど
神
仙
的
イ
メ
ー
ジ
の
増
広
も
見
ら
れ
る
と
同
時
に
、
神
異
の
禅
者
の
イ
メ
ー
ジ
も
定
着
し
て
い
っ
た
。
第
三
に
、
神
仙
的
な
居
士
・
聖
人
と
、
神
異
の
禅
者
と
い
っ
た
、
李
通
玄
の
二
重
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
唐
代
以
来
の
禅
の
流
行
、
宋
代
以
降
の
居
士
仏
教
の
発
展
、
三
教
一
致
的
な
民
衆
信
仰
と
い
う
時
代
背
景
と
共
に
形
成
さ
れ
、
ま
た
、
そ
れ
ゆ
え
に
時
代
と
遊
離
せ
ず
に
継
承
さ
れ
続
け
る
力
を
持
ち
得
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
だ
か
ら
こ
そ
、『
神
福
山
寺
霊
跡
記
』
な
ど
の
民
間
人
に
よ
る
石
刻
史
料
、
『
仏
祖
歴
代
通
載
』『
仏
法
金
湯
篇
』『
仏
祖
綱
目
』
な
ど
禅
僧
に
よ
る
僧
伝
、『
神
僧
伝
』『
華
厳
経
持
験
記
』『
居
士
伝
』
な
ど
霊
験
記
や
居
士
に
関
す
る
伝
記
な
ど
に
も
、
幅
広
く
李
通
玄
の
事
績
が
採
録
さ
れ
続
け
た
の
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
伝
記
資
料
に
見
え
る
李
通
玄
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
人
々
が
求
め
た
李
通
玄
像
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
李
通
玄
そ
の
人
と
彼
の
思
想
に
、
人
々
の
思
い
に
応
え
る
要
素
が
あ
っ
た
こ
と
も
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
李
通
玄
が
合
わ
せ
持
っ
て
い
た
多
彩
で
多
面
的
な
「
顔
」
こ
そ
が
、
種
々
の
興
味
深
い
逸
話
を
生
む
素
地
と
な
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
明
末
に
編
纂
さ
れ
、
清
末
に
再
発
見
さ
れ
て
新
た
に
刊
行
さ
れ
た52
）
『
三
教
源
流
捜
神
大
全
』
に
、
華
厳
系
の
人
物
と
し
て
唯
一
人
李
通
玄
が
採
録
さ
れ
た
こ
と
は
、
象
徴
的
な
出
来
事
で
あ
ろ
う
。
こ
の
書
物
に
「
神
」
の
一
人
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
「
通
玄
禅
師
」
の
神
異
な
風
貌
の
絵
図
に
は
、
遙
か
な
時
代
を
隔
て
て
、
李
通
玄
の
実
像
が
象
徴
的
に
凝
縮
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
の
で
あ
る
。
〔
注
〕
１
）『
新
華
厳
経
論
』『
略
釈
新
華
厳
経
修
行
次
第
決
疑
論
』『
解
迷
顕
智
成
悲
十
明
論
』『
大
方
広
仏
華
厳
経
中
巻
巻
大
意
略
叙
』（『
新
論
』『
決
疑
論
』『
十
明
論
』
『
略
叙
』
と
略
記
）
の
著
作
が
あ
る
（
大
正
三
六
、
四
五
）。
（
２
）
李
通
玄
の
思
想
の
流
布
や
受
容
に
つ
い
て
は
木
村
﹇
一
九
八
〇
﹈、
荒
木
﹇
一
九
九
三
﹈、
小
島
岱
山
氏
の
諸
論
考
、
柴
﨑
照
和
氏
の
明
恵
に
関
す
る
研
究
、
中
島
志
郎
氏
の
知
訥
に
関
す
る
諸
論
考
な
ど
が
あ
る
。
（
３
）
湯
次
﹇
一
九
一
五
﹈
八
一
｜
八
三
頁
（
４
）
高
峯
﹇
一
九
四
二
﹈
二
〇
〇
｜
二
〇
一
頁
（
５
）
稲
岡
﹇
一
九
八
一
﹈
三
五
頁
五
五
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
文
学
研
究
科
篇
第
四
十
号
（
二
〇
一
二
年
三
月
）
（
６
）
木
村
﹇
一
九
九
二
﹈
一
六
五
｜
一
六
九
頁
（
７
）
邱
﹇
一
九
九
六
﹈
四
｜
九
頁
。
こ
の
点
は
洪
論
文
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
洪
﹇
二
〇
一
〇
﹈
一
八
三
頁
原
文
は
中
文
、
以
下
同
様
）。
（
８
）
小
島
﹇
一
九
九
七
Ｂ
﹈。
同
論
文
「
第
一
章
李
通
玄
の
伝
記
と
著
作
」
参
照
。
『
李
通
玄
長
者
行
状
』
に
つ
い
て
は
同
、
第
一
分
冊
九
頁
。
（
９
）
洪
﹇
前
掲
﹈
一
八
四
、
一
八
九
、
一
九
三
、
一
九
六
頁
（
10
）
荒
木
﹇
前
掲
﹈
一
四
七
頁
（
11
）
稲
岡
氏
は
今
回
の
一
覧
表
の
資
料
の
内
、
九
、
一
〇
、
一
二
、
一
三
、
二
四
、
二
六
、
三
〇
を
除
く
資
料
に
加
え
、
盂
縣
志
巻
一
八
、
平
定
州
人
物
志
下
、
山
西
通
志
巻
五
七
の
合
計
二
七
種
を
挙
げ
る
（
稲
岡
﹇
前
掲
﹈
三
六
頁
注
①
）。
ま
た
、
表
中
の
一
三
、
二
六
は
洪
﹇
前
掲
﹈
一
八
二
｜
一
八
三
頁
、
二
四
は
荒
木
﹇
前
掲
﹈
一
四
七
頁
、
一
〇
、
二
一
、
三
〇
は
小
島
﹇
前
掲
﹈
第
一
分
冊
七
、
一
三
、
一
九
頁
に
よ
る
。
小
島
氏
は
こ
の
ほ
か
数
点
に
加
え
、
地
方
志
等
所
収
の
断
片
的
資
料
も
多
数
挙
げ
て
検
討
し
て
い
る
。
な
お
、『
李
長
者
行
蹟
記
』
に
つ
い
て
は
、
稲
岡
氏
は
『
金
石
続
編
』
巻
一
七
を
挙
げ
る
が
、
今
回
は
同
文
で
あ
る
と
氏
が
指
摘
す
る
『
山
右
石
刻
叢
編
巻
一
六
』
所
収
の
も
の
を
用
い
た
。
（
12
）
小
島
氏
が
『
事
迹
』
以
前
の
成
立
と
推
定
す
る
『
李
通
玄
長
者
行
状
』
を
見
る
と
、『
事
迹
』
と
比
し
て
も
素
朴
で
、
興
味
深
い
相
違
点
も
あ
る
。
し
か
し
今
回
は
小
島
﹇
一
九
九
七
Ｂ
﹈
の
書
籍
化
を
待
つ
こ
と
と
し
、
本
論
で
は
『
李
通
玄
長
者
行
状
』
の
内
容
は
じ
め
、
右
の
論
文
に
お
け
る
小
島
氏
独
自
の
見
解
に
関
わ
る
点
に
つ
い
て
は
論
じ
る
こ
と
を
控
え
た
い
。
（
13
）
華
嚴
經
決
疑
論
序
東
方
山
逝
多
林
寺
比
丘
照
明
撰
北
京
李
長
者
皇
枝
也
。
諱
通
玄
。
性
禀
天
聰
、
智
慧
明
簡
。
學
非
常
師
。
事
不
可
測
。
留
情
易
道
、
妙
盡
精
微
。
放
曠
林
泉
、
遠
於
城
市
。
實
曰
王
孫
。
有
同
捨
國
。
年
過
四
十
絶
外
書
。
在
則
天
朝
即
傾
心
華
嚴
經
、
尋
諸
古
徳
義
疏
、
掩
歎
曰
。
經
文
浩
博
。
義
疏
多
家
。
惜
哉
後
學
、
尋
文
不
暇
、
豈
更
修
行
。
幸
會
華
嚴
新
譯
義
理
圓
備
。
遂
考
經
八
十
括
微
旨
、
開
點
義
門
。
上
下
科
節
、
成
四
十
華
嚴
新
論
。
猶
慮
時
俗
機
淺
、
又
釋
決
疑
論
四
。
又
略
釋
一
。
又
釋
解
迷
顯
智
成
悲
十
明
論
一
。
至
於
十
玄
六
相
、
百
門
義
海
、
普
賢
行
門
、
華
嚴
、
及
諸
詩
賦
、
並
傳
於
世
。
恐
寒
暑
遷
謝
、
代
變
風
移
、
略
見
聞
用
傳
知
己
。
起
自
開
元
七
年
、
遊
東
方
山
、
淪
述
論
。
終
在
開
元
十
八
年
三
月
二
十
八
日
卒
。
時
夜
半
山
林
震
驚
、
群
鳥
鳴
、
百
奔
走
。
白
光
從
頂
而
出
、
直
上
衝
天
。
在
於
右
近
道
俗
無
不
哀
嗟
。
識
者
議
曰
。
惟
西
域
淨
名
遍
行
是
其
流
。
此
方
孔
老
非
其
類
。
影
響
文
殊
普
賢
之
幻
有
也
。
照
明
親
承
訓
授
、
屡
得
旨
。
蒙
、
見
其
終
。
嗟
夫
聖
人
去
世
。
思
望
不
及
。
時
因
訪
道
君
子
、
詢
余
先
聖
之
始
末
。
不
敢
不
言
。
謹
序
之
。
爾
時
大
暦
庚
戌
秋
七
月
八
日
述
（
大
正
三
六
、
一
〇
一
一
下
。
な
お
、
句
読
点
は
適
宜
振
り
直
し
た
）
（
14
）
釈
尊
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
は
小
島
氏
も
指
摘
し
て
い
る
（
小
島
﹇
前
掲
﹈
九
〇
頁
）。
（
15
）
新
纂
続
蔵
四
、
七
上
｜
八
上
（
16
）『
仏
祖
統
記
』
大
正
四
九
、
三
七
三
下
。『
釈
氏
𥡴
古
略
』
同
、
八
二
六
下
。『
仏
法
金
湯
編
』
新
纂
続
蔵
八
七
、
四
〇
三
下
。『
李
長
者
見
聖
授
道
伝
』
清
凉
山
志
巻
四
、
一
〇
頁
（
刊
本
一
九
二
頁
）。『
仏
祖
綱
目
』
新
纂
続
蔵
八
四
、
六
一
八
上
。
（
17
）
吉
津
宜
英
氏
は
李
通
玄
の
「
自
心
是
佛
」「
自
心
作
佛
」
と
い
っ
た
言
辞
を
洪
州
禅
の
「
即
心
是
佛
」
に
通
じ
る
も
の
と
し
て
、
李
通
玄
を
あ
る
種
の
禅
者
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
（
吉
津
﹇
一
九
八
五
﹈
一
八
六
｜
一
八
七
頁
）。
ま
た
、
小
島
岱
山
氏
も
李
通
玄
の
思
想
の
禅
宗
各
派
へ
の
影
響
を
し
ば
し
ば
論
じ
て
い
る
（
小
島
﹇
一
九
八
四
﹈
四
一
二
頁
上
な
ど
）。
（
18
）
鶴
も
禅
僧
の
伝
記
に
登
場
す
る
こ
と
が
あ
る
。
牛
頭
宗
の
僧
惠
忠
は
『
宋
高
僧
伝
』
巻
一
九
に
よ
れ
ば
身
の
丈
は
七
尺
を
越
え
、
臨
終
の
際
に
「
鳥
獣
哀
鳴
」
し
た
と
さ
れ
、
李
通
玄
の
伝
記
に
近
い
も
の
が
あ
る
。
出
棺
の
折
り
に
は
「
群
鶴
有
り
、
輿
の
上
を
徘
徊
」
し
た
と
い
う
（
大
正
五
〇
、
八
三
五
上
｜
中
）。
（
19
）
洪
﹇
前
掲
﹈
一
九
三
、
一
九
六
頁
（
20
）
長
者
、
製
論
之
夕
、
心
窮
玄
奥
、
口
出
白
光
照
耀
中
。
以
代
燈
燭
。（
新
纂
続
蔵
四
、
七
上
｜
中
）
（
21
）
洪
﹇
前
掲
﹈
一
九
〇
頁
。
光
明
に
つ
い
て
は
小
島
﹇
一
九
八
八
﹈
参
照
。
（
22
）
玄
智
は
『
大
方
広
仏
華
厳
経
感
応
伝
』（
大
正
五
一
、
一
七
四
中
）。
法
蔵
は
『
歴
代
編
年
釈
氏
通
鑑
』
巻
八
（
新
纂
続
蔵
七
六
、
九
二
中
）。
李
通
玄
は
「
於
五
六
伝
記
資
料
に
お
け
る
李
通
玄
の
イ
メ
ー
ジ
（
伊
藤
真
）
口
両
角
出
白
光
」『
宋
高
僧
伝
』
巻
二
二
（
大
正
五
〇
、
八
五
三
下
）。
（
23
）『
続
高
僧
伝
』
巻
二
八
（
大
正
五
〇
、
六
八
九
中
）、『
仏
祖
統
記
』
巻
九
（
大
正
四
九
、
一
九
九
下
）、『
仏
祖
綱
目
』
巻
二
九
（
新
纂
続
蔵
経
八
五
、
六
〇
九
下
）
（
24
）
忽
有
二
女
子
、
容
華
絶
世
、
皆
可
笄
年
。（
新
纂
続
蔵
四
、
七
中
）。「
笄
年
」
は
女
子
の
成
年
の
年
齢
で
、
木
村
清
孝
氏
が
一
五
歳
ほ
ど
と
す
る
の
に
従
う
（
木
村
﹇
一
九
九
二
﹈
一
六
七
頁
）。
（
25
）『
華
厳
経
伝
記
』
巻
一
（
大
正
五
一
、
一
五
四
下
）
（
26
）
洪
﹇
前
掲
﹈
一
九
〇
頁
（
27
）『
宋
高
僧
伝
』
巻
二
一
（
大
正
五
〇
、
八
四
四
上
｜
下
）
（
28
）『
続
高
僧
伝
』
巻
六
（
同
右
、
四
六
九
上
）
（
29
）
同
右
、
四
六
九
上
｜
中
、
四
七
〇
上
。
略
歴
に
つ
い
て
は
『
中
国
仏
教
史
辞
典
』
（
鎌
田
茂
雄
編
、
東
京
堂
出
版
）
も
参
照
し
た
。
（
30
）
汝
等
好
住
。
吾
将
欲
帰
。
╱
縦
在
百
年
会
当
帰
去
。
╱
去
住
常
然
耳
。
汝
等
可
各
還
家
。（
新
纂
続
蔵
四
、
七
中
）
（
31
）
姿
容
端
已
坐
化
於
中
（
同
右
）
（
32
）
忽
逢
一
虎
當
塗
馴
伏
如
有
所
待
。
長
者
語
之
曰
、
吾
、
將
著
論
釋
華
嚴
經
。
可
與
吾
一
棲
止
處
。
言
畢
虎
起
、
長
者
徐
而
撫
之
、
遂
將
所
之
囊
挂
于
虎
背
、
任
其
所
止
。
於
是
虎
望
神
福
山
原
、
直
下
三
十
餘
里
當
一
土
前
、
便
自
蹲
駐
。
長
者
旋
收
囊
装
置
於
、
虎
乃
屡
顧
妥
尾
而
去
。（
同
右
、
七
上
）
（
33
）
稲
岡
﹇
前
掲
﹈
三
三
頁
（
34
）
佐
伯
﹇
二
〇
〇
二
﹈
四
｜
五
頁
（
35
）『
高
僧
伝
』
巻
一
二
（
大
正
五
〇
、
四
〇
六
下
｜
四
〇
七
上
）、『
続
高
僧
伝
』
（
同
、
六
四
六
中
）
（
36
）『
宋
高
僧
伝
』
巻
二
一
（
大
正
五
〇
、
八
四
七
下
｜
八
四
八
上
）
（
37
）
惟
寛
｜
『
宋
高
僧
伝
』
巻
一
〇
（
大
正
五
〇
、
七
六
八
上
）、
懐
空
｜
巻
二
九
（
同
上
、
八
九
二
下
）、
道
悟
｜
巻
一
〇
（
同
上
、
七
六
九
中
）
（
38
）
同
右
巻
一
九
（
同
右
、
八
三
四
下
｜
八
三
五
中
）。
坐
化
し
た
際
に
は
白
い
虹
が
東
西
の
山
を
貫
き
風
雨
が
荒
れ
、
鳥
獣
の
哀
し
い
鳴
き
声
が
数
日
間
や
ま
な
か
っ
た
と
も
い
う
。
（
39
）
同
右
、
八
三
一
中
（
40
）『
事
迹
』（
新
纂
続
蔵
四
、
七
上
｜
中
）
（
41
）「
坐
亡
」
と
す
る
伝
記
資
料
も
あ
る
。『
宋
高
僧
伝
』
の
ほ
か
『
仏
祖
統
記
』『
神
僧
伝
』、『
三
教
源
流
捜
神
大
全
』。
な
お
、「
坐
亡
」
と
は
『
荘
子
』
の
「
坐
忘
」
と
同
義
で
、
本
来
は
端
座
し
雑
念
を
払
う
こ
と
を
言
い
、
禅
宗
で
も
同
様
に
使
用
さ
れ
る
（
中
村
元
『
佛
教
語
大
辞
典
』）。
し
か
し
右
の
諸
資
料
で
は
明
ら
か
に
「
坐
化
」
の
意
味
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。
唯
一
の
例
外
は
張
商
英
の
『
決
疑
論
後
記
』
で
、
李
通
玄
が
長
く
禅
定
を
修
習
し
た
こ
と
を
「
坐
亡
」
と
し
て
い
る
（
大
正
三
六
、
一
〇
四
九
上
）。
（
42
）
清
末
の
刊
本
を
使
っ
た
上
海
古
籍
出
版
社
の
影
印
本
が
状
態
も
よ
く
見
や
す
い
が
、「
資
料
３
」
に
は
内
閣
文
庫
所
蔵
の
明
刊
本
を
使
っ
た
（
こ
の
刊
本
は
『
三
教
捜
神
大
全
』
と
題
さ
れ
て
い
る
）。
李
通
玄
伝
は
ど
ち
ら
も
同
じ
だ
が
、
ほ
か
の
神
々
で
は
清
刊
本
は
欠
落
が
あ
り
、
史
料
と
し
て
は
明
刊
本
が
優
れ
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
（
増
尾
伸
一
郎
・
丸
山
宏
﹇
二
〇
〇
一
﹈
二
七
一
頁
）。
（
43
）
増
尾
・
丸
山
﹇
前
掲
﹈
二
六
二
頁
、
林
﹇
二
〇
〇
七
﹈
二
頁
、
酒
井
﹇
一
九
九
九
﹈
三
五
四
頁
、
二
階
堂
﹇
二
〇
〇
六
﹈
四
九
頁
（
44
）
二
階
堂
﹇
前
掲
﹈
六
七
頁
（
45
）
葬
日
、
有
二
班
鹿
雙
白
鶴
類
鳥
、
若
悲
戀
之
状
焉
。（
大
正
五
〇
、
九
九
五
中
）
（
46
）『
神
僧
伝
』（
大
正
五
〇
、
九
九
五
上
）、『
絵
図
三
教
源
流
捜
神
大
全
』
二
八
五
頁
。
直
接
に
は
『
神
僧
伝
』
を
承
け
た
記
述
だ
が
、
そ
の
『
神
僧
伝
』
の
典
拠
は
『
宋
高
僧
伝
』
と
思
わ
れ
る
。『
宋
伝
』
は
こ
の
よ
う
に
『
決
疑
論
序
』
に
あ
っ
て
『
事
迹
』
に
な
い
記
述
も
拾
っ
て
い
る
。
（
47
）
荒
木
﹇
前
掲
﹈
一
四
七
上
。
な
お
、『
神
僧
伝
』
に
は
杜
順
（
大
正
五
〇
、
九
八
四
下
）
と
澄
観
（
同
、
一
〇
〇
四
中
）
の
伝
記
が
あ
る
。
（
48
）
木
村
﹇
一
九
八
〇
﹈
四
九
頁
上
、
荒
木
﹇
前
掲
﹈
一
四
〇
頁
下
、
一
四
一
下
（
49
）
木
村
﹇
同
右
﹈
四
九
頁
下
｜
五
〇
頁
下
。
な
お
、『
華
厳
経
合
論
簡
要
』
の
巻
頭
に
は
『
合
論
序
』
と
共
に
、『
事
迹
』
を
載
せ
て
い
る
。
李
通
玄
死
後
に
そ
の
著
作
が
流
布
し
た
こ
と
を
語
る
末
尾
の
部
分
に
若
干
の
省
略
が
見
ら
れ
る
以
外
は
全
く
『
事
迹
』
の
ま
ま
な
の
で
、
今
回
は
伝
記
資
料
一
覧
（
資
料
１
）
に
挙
げ
る
に
留
め
、
逸
話
の
比
較
の
表
（
資
料
２
）
で
は
割
愛
し
た
。
五
七
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
文
学
研
究
科
篇
第
四
十
号
（
二
〇
一
二
年
三
月
）
（
50
）
小
島
﹇
一
九
九
七
﹈
二
五
八
頁
上
、
小
島
﹇
一
九
九
一
﹈
一
二
四
頁
。
そ
れ
ら
の
碑
文
や
詩
の
一
部
は
『
寿
陽
縣
志
』
巻
一
二
に
も
採
録
さ
れ
て
お
り
、
方
山
の
幽
玄
な
山
景
と
共
に
李
通
玄
の
伝
記
に
出
る
虎
や
天
女
、
泉
に
言
及
す
る
な
ど
、
後
代
の
人
々
が
李
通
玄
を
敬
慕
し
て
い
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。
（
51
）
酒
井
﹇
前
掲
﹈
三
五
〇
頁
（
52
）
二
階
堂
﹇
前
掲
﹈
五
一
頁
（
引
用
文
献
）
〔
著
作
〕
木
村
清
孝
﹇
一
九
九
二
﹈『
中
国
華
厳
思
想
史
』（
平
楽
寺
書
店
）
酒
井
忠
夫
﹇
一
九
九
九
﹈『
増
補
中
国
善
書
の
研
究
上
』
（
酒
井
忠
夫
著
作
集
一
、
国
書
刊
行
会
）
高
峯
了
州
﹇
一
九
四
二
﹈『
華
厳
思
想
史
』（
百
華
苑
）（
一
九
六
三
改
訂
二
刷
）
二
階
堂
義
弘
﹇
二
〇
〇
六
﹈『
道
教
・
民
間
信
仰
に
お
け
る
元
帥
神
の
変
容
』
（
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
研
究
叢
刊
二
七
、
関
西
大
学
出
版
部
）
湯
次
了
栄
﹇
一
九
一
五
﹈『
華
厳
大
系
』（
法
林
館
）
吉
津
宜
英
﹇
一
九
八
五
﹈『
華
厳
禅
の
思
想
史
的
研
究
』
（
学
術
叢
書
・
禅
仏
教
大
東
出
版
社
）
〔
論
文
〕
荒
木
見
悟
﹇
一
九
九
三
﹈「
明
代
に
お
け
る
李
通
玄
」（
日
本
中
國
學
會
報
第
四
五
集
）
稲
岡
智
賢
﹇
一
九
八
一
﹈「
李
通
玄
の
伝
記
に
つ
い
て
」（
仏
教
学
セ
ミ
ナ
ー
三
四
）
木
村
清
孝
﹇
一
九
八
〇
﹈「
李
通
玄
思
想
の
流
布
に
つ
い
て
」（
印
佛
研
二
九
（
一
））
邱
高
興
﹇
一
九
九
六
﹈「
李
通
玄
佛
學
思
想
述
評
論
」
（『
中
国
佛
教
學
術
論
典
九
』
佛
光
山
文
教
基
金
會
刊
所
収
。
※
中
文
）
洪
梅
珍
﹇
二
〇
一
〇
﹈「
李
通
玄
傳
記
史
料
之
比
較
分
析
」
（『
大
專
學
生
佛
學
論
文
集
』
華
嚴
蓮
社
刊
所
収
。
※
中
文
）
小
島
岱
山
﹇
一
九
八
八
﹈「
李
通
玄
に
お
け
る
光
明
思
想
の
展
開
」
（
華
厳
学
研
究
第
二
号
）
﹇
一
九
九
一
﹈「
五
台
山
系
華
厳
思
想
の
特
質
と
展
開
」（
同
右
第
三
号
）
﹇
一
九
九
七
﹈「
李
通
玄
に
お
け
る
老
易
厳
一
致
の
華
厳
思
想
と
そ
の
影
響
」
（
印
佛
研
四
五
（
二
））
﹇
一
九
九
七
Ｂ
﹈
博
士
論
文
「
李
通
玄
の
基
礎
的
研
究
」
（
学
位
授
与
大
学
・
東
京
大
学
、
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
）
佐
伯
有
清
﹇
二
〇
〇
二
﹈「
中
国
古
代
の
高
僧
と
虎
の
説
話
」（
東
方
二
五
九
号
）
林
桂
如
﹇
二
〇
〇
七
﹈「
余
象
斗
の
華
光
大
帝
描
写
を
め
ぐ
っ
て
」
（
東
京
大
学
中
国
語
中
国
文
学
研
究
室
紀
要
第
一
〇
号
）
（
い
と
う
ま
こ
と
文
学
研
究
科
仏
教
学
専
攻
博
士
後
期
課
程
）
（
指
導
教
員：
小
野
田
俊
蔵
教
授
）
二
〇
一
一
年
九
月
三
十
日
受
理
五
八
伝
記
資
料
に
お
け
る
李
通
玄
の
イ
メ
ー
ジ
（
伊
藤
真
）
